
「教会生活―教会論・教会史」
テキスト：『教会』（わたしたちの信仰と生活　５）　福音出版社
◆はじめに
　本科目「教会生活」は、教団の〈信徒教育プログラム〉における成長コー
ス・中級講座の三科目の一つで、教会論および教会史を学習内容としていま
す。
　使用テキストは、福音出版社発行の「わたしたちの信仰と生活」シリーズ
の第５巻、『教会』（ラッセル・Ｐ・スピットラー著）です。
　本テキストは１３章からなっており、学習に必要な時間数も１３時間以上
の内容ですが、他の科目との兼ね合いもあって本科目の所要時間数を６時間
としてあります。以下にその時間的割り振りを示しておきます。
　　　第一回　　序
                １．教会の起源
                ２．教会の性質
      第二回　  ３．教会の範囲
                ４．教会の使信
      第三回　  ５．主の晩餐
                ６．水のバプテスマ
      第四回    ７．教会の組織
                ８．教会の目的
      第五回    ９．初代教会
              １０．中世の教会
      第六回  １１．初代教会
              １２．現代初期の教会
              １３．二十世紀
　しかし、以上の割り振りは、ひとつの目安ですので、それぞれの教会の状況に応じて適宜案配してください。
　なお、一回分として消化すべき分量が多い関係上、受講者に事前に必ずテキストに目を通しておくことを指示しておくとよいでしょう。
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　《ガイドブック》では、テキストの各章ごとに、その章の〈ねらい〉、
〈学習内容の要点〉、〈指導上の留意点〉を示してあります。指導者は、テキストを熟読するとともに、ガイドブックに基づいてポイントをよく把握して、限られた時間の中で実のある授業を展開するよう心がけてください。
　《ワークブック》は、各回の終了ごとに用います。テキストを見ながら解答してもらってもかまいません。テキストをよく読んで理解できているなら解答できるようになっています。その章のポイントを把握する上で役立つように配慮して設問してあります。
第　一　回
序
◆ねらい
　本テキストを学ぶに当たっての《動機づけ》と《内容の紹介》です。
◆学習内容の要点
１．まず、この地上のいたるところに、さまざまの教団・教派の教会が存在　していることに目を向けさせます｡(貴教会がある地域に、カトリック教会、　ギリシャ正教会、聖公会、ルーテル教会、救世軍など、いろいろな教会が　あるならば、それらを例にとるとよい｡)
２．次いで、教会とは何だろうか、教会の本質に関心をもたせます。
３．さらに、キリストの教会と個々のクリスチャンとの関わりについても関　心を起こさせます。
４．最後に、本テキストにおいて、そうしたキリストの教会の本質と、キリ　ストの教会が歩んできた歴史が、これからの学習内容であることを紹介し　ます。
◆指導上の留意点
  なにごとも最初が肝心です。意欲と関心をもって本科目の学びに取り組める素地をつくるよう努めましょう。
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Ⅰ．教会の起源
　本章からⅧ章までが『教会論』の学びとなっています。
◆ねらい
　キリストの教会がどのようにして生まれたか、について学びます。
◆学習内容の要点
１．まず、キリストの教会の定義と、キリストの教会の公同性（世界中のク　リスチャン全体がひとつのキリストの教会を形成していること）について　理解させるようにします。
２．次いで、教会の誕生について、三位一体の神がどのようにそのことに関  わられたかという視点から学びます。すなわち、御父は「設計者｣､御子は
　「建設者｣､御霊は「運営者」という比喩に基づいて、教会の誕生を捉える  ように努めます。
３．その上で、個々の教会の誕生のひとつの事例としてテサロニケ教会につ　いてみます。
４．最後に、教派が存在していることについて簡単にふれます。
◆指導上の留意点
  教会の神的起源について十分理解させるように努めてください。
Ⅱ．教会の性質
◆ねらい
  教会に関する四つの比喩的描写を通して教会の性質について学びます。
◆学習内容の要点
１．「からだとしての教会」では、いろいろな部分がひとつの個体として、
　有機的に統一されていることが浮き彫りにされます。
２．「建物としての教会」では、キリストの教会を建物になぞらえ、キリス
　トが“隅のかしら石”、新契約の使徒と預言者が“土台”、そして個々の
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  クリスチャンが“石”であることが強調されます。
３．「花嫁としての教会」では、キリストを“花婿”、教会を“花嫁”にな　ぞらえ、愛による一体性、依存性、婚宴の日への待望性といった点が示さ　れます。
４．「兄弟としての教会」では、キリストによって贖われた者は、互いに兄　弟、また互いに同等の立場であることがポイントとされます。
◆指導上の留意点
  キリストの教会が、この世の団体、サークル、同好会などとは異なって、神的起源をもつ霊的な集団であることを把握させるように、努めてください。
第　二　回
Ⅲ．教会の範囲
◆ねらい
  どこからどこまでがキリストの教会とみなされるか、またそのための決定的要素は何か、という問題について、教会の「広さ」と「深さ」という視点から学びます。
◆学習内容の要点
１．教会の「広さ」においては、使徒行伝１０、１１章に記録されている使　徒ペテロの体験に基づき、民族や国籍の違いを超えて､｢すべて信じる者｣､
　とりわけ「すべて」が教会の範囲であることが強調されます。
２．教会の「深さ」では､｢すべて信じる者」における「信じる」ことの内容　が吟味され、信仰の拠り所となる福音の出来事の事実を認めること、次い　で、そこに自己の存在と生を委ねること、そして最後に、そこに堅く立つ　こと、の三点が示されています。
◆指導上の留意点
  どこからどこまでがキリストの教会とみなされるかの判別において、人間
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的な要素でなく、純粋に御言葉の真理に立ってなすことが出来るよう指導してください。
Ⅳ．教会の使信
◆ねらい
  キリストの教会が、この世に対して語りかけている使信（メッセージ）を把握することをねらいとしています。
◆学習内容の要点
１．まず、その使信の全体として「からだも、魂も、霊も、すべての面で健　やかになることができる」ものとしてキリストの福音が提示されます。
２．次いで、①健全な魂、②健全なからだ、③健全な霊、④歴史の完全（全　被造世界の回復）の、四点にわけてその使信を学びます。
３．「健全な魂」では、イエス・キリストを信じる信仰による救いが強調さ　れます。
４．「健全なからだ」では、神癒が取り上げられます。同時に、信仰による　救いと神癒とは並列に置かれるべきではなく、前者は後者に優越すること　への注意も促されます。
５．「健全な霊」では、聖霊のバプテスマが強調されます。
◆指導上の留意点
  ここでは、キリストの救いというものを、その豊かさと深さにおいて正しく理解把握させるように努めてください。
第　三　回
Ⅴ．主の晩餐
◆ねらい
  本章と次章では、主が教会に与えられた二つの聖礼典―主の晩餐と水のバプテスマ（洗礼）―について学習します。
  本章ではまず、主の晩餐についての学びです。
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◆学習内容の要点
１．最初に､｢予期された」という小項目のもとに、主の晩餐の予型としての　旧約における過越の出来事についてみます。
２．次に､｢制定された」という小項目にしたがって、主イエス・キリストが　十字架にかかられる前夜､｢過越の食事」を「主の晩餐」へと変更された事　実をみます。
３．さらに､｢守られた」との小項目に基づき、使徒行伝を通じて主イエスに　より新たに制定された「主の晩餐」が守られた事実を確認します。
４．そして､｢解き明かされた」の小項目により､｢主の晩餐」の持つ意義が「主　の死の記念」であることを学びます。
５．最後に､｢完成される」の小項目のもとに、この「主の晩餐」により象徴　される主の死による贖いが、やがて完成を見る日が到来することについて　学び締めくくられます。
◆指導上の留意点
  カトリックの化体説との、明確な区別をつけられるよう指導するように、心がけてください。
Ⅵ．水のバプテスマ
◆ねらい
　二つの聖礼典のうちのもうひとつ、水のバプテスマについて学びます。
◆学習内容の要点
１．最初に、前章で学んだ「主の晩餐」との比較がなされます。
２．次いで、前章と同じ小項目に従って「水のバプテスマ」の学びが展開さ　れます。
３．「予期された」では、旧約における“ノアの洪水"“出エジプト"“割礼”　を予表として「水のバプテスマ」が示されます。
４．「制定された」では、先駆者としてのバプテスマのヨハネそして主イエ　ス・キリストの命令が取り上げられます。
５．「実行された」では、使徒行伝におけるピリポの働きを通してその実行
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　が示されます。また、幼児洗礼の問題にもふれます。
６．「解き明かされた」では､｢水のバプテスマ」の意味が解説されます。ま　た、洗礼における浸礼の妥当性にもふれます。
７．「完成される」では、やがて、神の臨在の中に完全に浸される救いの完　成への待望をもって締めくくられます。
◆指導上の留意点
  各自がすでにあずかっている「水のバプテスマ」が、いかにキリストの救いを象徴的にあらわしており、かつその救いが未来に素晴らしい完成を約束しているかを悟って、あらためて救いの恵みを感謝できるように指導してください。　
第　四　回
Ⅶ．教会の組織
◆ねらい
  キリストの教会が、この地上でその使命を効果的に果たすために必要な組織について学びます。
◆学習内容の要点
１．「教会の管理」のタイトルのもとに、組織の原則が三つのポイントで示　されます。
２．次いで、同じタイトルの中で、初代教会における組織の原始的形態を示　　す種々の活動が五つ挙げられています。
３．続いて､｢教会の働き」のタイトルのもとに、働きの目的（エペソ４:1２、　１３）到達のための働き人が、使徒、預言者、伝道者、牧師・教師の四つ　の職業について示されています。
４．最後に､｢教会の会員」のタイトルに従って、信徒が教会の奉仕の担い手　として不可欠な存在であることが語られています。
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◆指導上の留意点
　テキストでは、初代教会を例にとって教会の組織が提示されています。そこで、現代の教会の組織、例えば、教職、役員会、委員会、各部会などにより構成されている教会組織についても、多少触れておくとよいと思われます。　参考資料としては、岡村又男著､『教会役員・リーダーの役割』､いのちのことば社、の付録部分（教会組織図）が参考になります。
Ⅷ．教会の目的
◆ねらい
　「教会の目的」について、現在追求されつつあるものと、未来において定
められているものという二つの観点から学びます。
◆学習内容の要点
１．現在追及されつつある目的として､｢神に栄光を帰す」ことが示され、そ　の方法として、①福音宣教、②教会建設の二点が挙げられます。
２．未来において定められた目的として､｢神が教会に栄光を与えてくださる」　ことが示され、その方法として、①神がこの世をさばかれること、②神が　教会を完成にいたらせることの二点が挙げられます。
◆指導上の留意点　
  自己の信仰生活が、教会の目的から遊離してしまうことのないために、個個のクリスチャンに与えられている二重の性格、すなわち、①キリストの証人としてこの世に遣わされていること、②この世の者ではなく天に国籍を持つ神の民であることの二点を踏まえながら、教会の目的の二点が把握されるよう配慮して指導するようにしてください。
第　五　回
Ⅸ．初代教会
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　　本章から最後のⅩⅢまでが『教会史』の学びとなります。
◆ねらい
　教会誕生から紀元６００年頃までのキリスト教会の歩みを概観します。
◆学習内容の要点
１．初代教会を、傾向、教父たち、迫害、異端の四つの視点から概観します。２．まず、傾向として、①教会の拡大、②聖書の完成、③礼拝の形式化、④　ローマ司教の高位化の四点が挙げられています。
３．次に、教父たちとして、殉教者ユスチヌス、テルトリアヌス、オリゲネ　ス、ジェローム、アウグスチヌス、クリソストムをみます。
４．迫害として、ローマ帝国によるクリスチャン迫害をみます。
５．最後に、異端として、ユダヤ主義、キリストの神性否定、キリストの人　性否定が挙げられ、しかし、神のご加護の中で教会が守られたこと、他方
　では、そのためにかえって腐敗のしるしが見えはじめることをもって締め　くくられます。
◆指導上の留意点
  キリストの教会が、外からの迫害、内からの異端とのたたかいを通して、弱められるのではなく、かえって強められ、練り上げられていったことに着目させるようにしましょう。
Ⅹ．中世の教会
◆ねらい
　紀元６００年頃から１５００年頃までの間の教会歴史を概観します。
◆学習内容の要点
１．中世をローマ主義の発達の歴史としてとらえ、その発展段階を、①法王　の起こり、②東西の分裂、③教義と儀式の発達の観点で概観します。
２．この時代の出来事として、モハメット教（イスラム教）の誕生と十字軍
　の派遣についても概観します。
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３．この時代に出現した僧院制度の功罪についても考えます。
◆指導上の留意点
  宗教改革がなされなければならなかった下地が、どのようにして醸成されていったかに留意しながら、指導を心がけてください。
第　六　回
ⅩⅠ．宗教改革
◆ねらい
　宗教改革の発端とその広まりについて学びます。　
◆学習内容の要点
１．「宗教改革の明星」と呼ばれるジョン・ウイクリフと英国の宗教改革に　ついて学びます。
２．次いで、マルチン・ルターとドイツの宗教改革について概観します。
３．ツィングリーとスイスの宗教改革についてみます。
４．フランスのジョン・カルビンの果たした役割について学びます。
５．ジョン・ノックスとスコットランドについても概観します。
◆指導上の留意点
  この時代において、キリスト教会の主要な三つの流れ、すなわち、①ローマ・カトリック教会、②東方正教会、③プロテスタント教会が、すべて出揃ったこと、また、プロテスタントの四主流、①ルーテル主義、②カルビン主義、③英国国教会、④再洗礼派が生じたことにも留意してください。
ⅩⅡ．現代初期の教会
◆ねらい
　宗教改革以後、１９世紀までの教会の歩みを概観します。
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◆学習内容の要点
１．ヨーロッパのキリスト教を、①ローマ・カトリシズム、②英国のピュー　リタニズム、③ウエスレー主義、④ドイツの敬虔主義において把握します。２．宣教師の再誕生についてみます。
３．モダニズムの起こりについて考えます。
４．アメリカのリバイバル運動について瞥見します。
◆指導上の留意点
  政治的発展と科学的進歩の中で、この時代の複雑かつ混乱した教会歴史を把握するように努めて指導して下さい。
ⅩⅢ．二十世紀
◆ねらい
　現代に至る二十世紀キリスト教会の歩みを概観します。
◆学習内容の要点
１．リベラリズムについて瞥見します。
２．根本主義について考えます。
３．ペンテコスタリズムについて概観します。
４．エキュメニカル・ムーブメント（教会一致運動）についてもみます。
５．最後に、現代の教会がこの世から受けている挑戦について考えます。
◆指導上の留意点
  教会歴史の流れの中で、ペンテコステの流れをくむわれらアッセンブリー
ズ・オブ・ゴッド教団に、神が与えておられる使命について自覚するよう指
導して下さい。
                            解　　答
〔第一回〕
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Ⅰ．教会の紀元
問１．ａ－ハ－②　　ｂ－イ－③    ｃ－ロ－①
問２．①教会､｢荒野における集会」　②建設、基礎、働き、死
      ③ペンテコステ、誕生日      ④キリスト、聖書
Ⅱ教会の性質
問１．①からだ、②建物、③花嫁、④兄弟
問２．①からだ、肢体　　②かしら石、イエス・キリスト　　③聖霊
  　　④魂、聖徒、増加、強化　　⑤配偶者　　⑥兄弟、同等
〔第二回〕
Ⅲ．教会の範囲
問１．①すべて信じる者　　②すべて　　③ユダヤ人、異邦人、聖霊
      ④罪の告白、悔い改め、依存
問２．①確信　　②委ねる　　③堅立
Ⅳ．教会の使信
問１．①健全な魂　　②健全なからだ　　③健全な霊    ④歴史の完全
問２．ａ－ロ　　　ｂ－ニ　　　ｃ－ハ　　　ｄ－イ
問３．〇　×  〇　×  〇　
〔第三回〕
Ⅴ．主の晩餐
問１．①主の晩餐　　②水のバプテスマ
問２．礼典、宗教的儀式、物質的なもの、霊の事柄
問３．過越
問４．イエス・キリスト    最後の晩餐のとき
問５．主の死
問６．キリストの血、経験している、想起する　　
Ⅵ．水のバプテスマ
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問１．①ノアの洪水　　②出エジプト　 ③割礼
問２．バプテスマのヨハネ　　主イエス・キリスト
問３．罪人の自分は十字架のキリストと共に死に、復活のキリストと共に
    新しい命に甦ること
問４  マタイ２８：１９
〔第四回〕
Ⅶ．教会の組織
問１．①主の命令に従って定められた指導者が行動
　　　②群れの福祉のために個人の権利を従わせる
      ③地域社会の独自性
問２．①規則的礼拝　　②社会活動　　③任命　 ④会議　　⑤選挙
問３  ①使命、組織
　　　②聖徒たち、奉仕のわざ、キリストのからだ
Ⅷ．教会の目的 
問１．①現在達成しつつあるもの　　②未来のもの
問２．教会は神に栄光を帰す　　神が教会に栄光を与えてくださる
問３．①福音宣教　　②自分自体の教化
問４．①この世に対するさばき    ②教会の完成
〔第五回〕
Ⅸ．初代教会
問１．①教会の拡大　　　②聖書の完成　　  ③礼拝の形式化
      ④ローマ司教の高位化
問２．①ユスチヌス　　②テルトリアヌス　　③オリゲネス
　　　④ジェローム　　⑤アウグスチヌス　　⑥クリソストム
問３  ローマ
Ⅹ．中世の教会 
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問１．①法皇の起こり　　②東西の分裂    ③教義と儀式の発達
問２．（東）ギリシャ正教会　　（西）ローマ・カトリック教会
問３．（創始者）モハメット　　（経典）コーラン
問４．十字軍
　　　①宗教的瞑想、修道院、僧院制　　 ②聖書、修道僧
〔第六回〕
ⅩⅠ．宗教改革
問１．ａ－ニ　　ｂ－ホ　　ｃ－ロ　　ｄ－ハ　　ｅ－イ
問２．①ルーテル主義　②カルビン主義　③英国国教会　④再洗礼派
問３  ①マルチン・ルター、九十五カ条、抗議文
      ②聖ペテロ教会、免罪符、煉獄
ⅩⅡ．現代初期の教会
問１．ａ－ニ　　ｂ－ハ　　ｃ－ロ　　ｄ－イ
問２．ウイリアム・ケアリー
問３．理性の時代、モダニズム、人間理性、神の言葉
問４  ①ジョナサン・エドワーズ    ②ジョージ・ホィットフィールド
ⅩⅢ．二十世紀
問１．ａ－ニ　　ｂ－ハ　　ｃ－ロ　　ｄ－イ
問２．エキュメニカル・ムーブメント
問３．世俗主義
成-中-教 - 14

